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イ
オ
ン 交換樹脂 に 依 る 酒
石酸の製造
塚 島 寛
Tartaric acid preparation from tartar by means of Ion Exchange R田in.
Hirosi TUKASIMA. 
Tartaric acid is produced generally， by the acid decomposition of the calcium salt， 
aCQuired from tartar， but with varius difficulty and low-yield . Then we report new 
method making use of ion exchange resin， giving good results. 
1 . 緒 言
酒石酸は清涼飲料， 混成葡萄酒， 菓子等 の 酸味剤 と し て 広 く 用 い ら れ， 其の塩類は工業用 ， 医薬
用 と し て 重要な も の であ る 。
叉酒石酸の塩類は7](に溶け難い が， 酒精を含む7，K に は 更 に溶け難い。 従って 葡萄酒製造 の際， 醗
酵が進むにつれて ， 葡萄汁 中 に含ま れ る 重酒石酸加旦は綜出 沈澱す る 。 此れが酒石で， 採取方法に
依 り 果皮 ， 種子 屑等 の 爽雑物を含む。 此れ よ り 酒石酸の収量は15-40%で， 一部石灰塩 に な っ て い
る が， 大部分は重酒石酸加里 で あ る 。 (95%以上 〉
従来酒石酸は酒石酸石灰法に依 り 工業的 に採取 して い る 。 其れは酒石を一旦稀酸で分解 した後，
石灰を 加 え て 不溶性 の酒石酸石灰 と して 他 の 成分か ら 分離す る 。 次に此れに計算量/の水及ひ、硫酸等
を 加 え て 稽過 し， iI慮液を濃縮 Lて 酒石酸の結晶を得 る 。
此の方法 で は種 々 操作上 の 困難を伴 う と 共 に， 不純物が酒石酸の結晶 に附随 し て 来 る の で， 洗撚
其他 の方法 で此れを除去 して ， 純結晶を 得 る た め に は ， 可な り の手数を要 し， 従っ て 消 耗資材 も 多
く な り ， 収量 も 悪い。
著者は先 き に酒石 の電解に依 る 酒石酸 の製造1) を 試み好結果を得た が， 今岡 は 陽 イ オ ン 交換樹脂
を 用 い て ， 酒石中 の加里イ オ ン を除去 し 純粋な 酒石酸の結晶を得たか ら 其 の結果を 次 に述べ る 。
斯様な試み は R.E. Buck，  H.H. Motternのが陰 イ オ ン 交換樹脂 を 用 い て ， 林檎シ ロ ッ プ か ら 林
檎酸 の 抽 出 を行っ て い る が， 酒石酸に就 い て は行われて い な い様 であ る 。 3)
2 .  実験方漆及び結果
イ オ マ 交換樹脂は， 日 本 オ ル ガ ノ 商 会 の オ ル ガ ノ ・ ラ イ ト Kを用 い ， 試料 の潤石は市販重酒石酸
加里を再結品 し て 精製 した も の を 用 い た。 別 に 富山県内 某工場 に使用 して い る 仏 同産輸入粗酒石粉
を利用 した。 其 の 品位は第一表 に示 した如 く 約70%で あ る 。
先ず酒石 の水溶液を用 い 静的 イ オ γ 交換を行つ
た。 酒石 の溶解度は 200c : 0 . 53%， 30oc : 0 . 9% 
800c : 4 . 4%で非常 に少 し 、 か ら 約 0 . 02 N， 5 . 2212 
gjL の 濃度 の水溶液を作 り ， 其 の50ccを 150cc容
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の 円 錐 フ ラ ス コ に採 り ， 陽 イ オ ン 交換樹脂を 0 .5-5 . 0g 迄， 一定量宛添加 し， 20分間振 軍， 撹持 し
N た後， 其 の 上 澄 20cc を採 り ， 一�NαOH， 1= 0 . 9146 で滴定 し， 重酒石酸加旦 よ り 酒石酸への変10 
化量を調べた。 指示薬 は フ エ ノ ー ル プ タ レ ン の 1 %酒精溶液を 用 い た。 其 の結果は第 1 図 の 如 く で
あ る 。 添加樹脂量が 5g 以上 で丁度 100% 変化 す る こ と を 示 した。 叉添加樹脂量 5g の も の の上 澄
液を減圧濃縮 し ， 次 に水 よ り 再結晶 し て 得た結品 の融点は 169 . 0- 1'10 . 0oc で純酒石酸の融点 と ー
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致 し 混融に依つ で も 融点 の 降下を見な かっ た。 cι
次に硝子製クロ マト グ ラフ用 円 筒 〈直径 3 cm 高さ
18cm) を用 1， " ふ上記陽イ オ ン 交換樹脂 40g を水に浸
漬膨潤せ し め た後， 充填 し たが， 其 の層の 高 さ は 15
cm であった。此 れに上記 の酒石溶液 1ωcc を ， 数 回
通過 さ せ， 各 回 の通過時間， J空-NαOH で の滴定量10 
の 変化 を 見 た。 結果は第二表 ， 第 1 の 如 く で滴定量は
正確に原液 の 2 倍 と な っ た。
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通過時 間 (lOmin/回 〉 消 定 量
番 号 温 度 、 濃 度 N 通 過 量 5sec/d 獣料 10cc 
時 間 時 間 N g/L cc sec I sec 一ì� NaOH (j=1. 46331 
原 液 2 . 23 cc 
1 閲 170 338 4 . 46 
0 . 02 2回 186 343 4 . 44 
1 17 .3  100 3問 171 318 4 . 43 
3 . 21 4恒J 168 332 4 . 44 
5回 173 346 4 . 41 
一 一
← 原 液 3 . 41 
1回 154 270 6 .78 
0 . 05 2[IiJ 155 265 6 . 70 
2 30 . 0  100 3['司 148 297 6 . 64 
9 . 41  4@1 160 293 6 . 63 
5回 156 290 6 . 64 
一 1.32 
一 一 原 液 5 .15 
1回 140 244 10 . 24 
0 .07 2回 140 232 10 . 12 
3 40 .0 100 3回 135 226 10 .10 
13 . 17 4回 138 206 10 .05 
5回 150 212 10 .06 
2 .03 
次 に酒石 は難溶性 であ る が， 製品 の 酒石酸は水に易溶性 であ る か ら ， 常温で梢過飽和 の 酒石溶液
を梢加温 して溶解 し て後， イ オン交換樹脂層を通過 した。 其れには樹脂層を恒温槽 で加温 し叉実験
温度 に加温 した湯を数 回通過せ し め た後， 正確 に該温度 に加温 し た酒石溶液を繰返 え し通過 した。
高温では イ オン交換能力は梢劣 る 様に思われ る が， 500c で使用 した 例 も あ り ， 使用 酒石原液 の 濃度
も 其れ丈け高 く す る 事が出 来 る。 其 の 結果は 第二表第 2 ， 第 3 に示 した。 第 2 の滴定量 は一回 の 樹
脂層 の通過 に依 り 正確 に 2 倍 と な り ， 完全に酒石酸に変化 し た事を示 して い る が， 其の通過を繰返
えす事に依 り ， 微少量ではあ る が滴定量は漸次減少 してい る 。 依 っ て 最後に加温 さ れた水を 100cc通
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過 さ せ， 其れ を JJV- EJαOH で、滴定 し 十 量 は ， 表 の滴定量 の 欄 の 最後に示 し た。 此 の量は 第 3 の 如 く10 _._
. '-"'-' _...__..._ '- lI RJ，N...; '-" 1 '-
濃厚原液処理 に な る と 更 に多 く な る様に恩われ る 。 此れは交換樹脂層 に滞留す る 量が増す為め であ
ろ う と 思 う 。
3 . 総 括
1 .  陽 イ オ ン 交換樹脂を用 い重酒石酸加里 (酒石〉 よ り 酒石酸を簡単且つ純粋に製造 した。
2 . 酒石 は難溶性 で、 あ る が製 品 の沼石酒は水 に 易 溶 で あ る か ら ， 最初酒石 の過飽和溶液を 用 い幾
回 も 樹脂層を通過せ し め て ， 酒石酸 の比較的濃厚液が得 ら れ た。 叉 500c 位迄 の温度 の上昇は イ オ
ン 交換能力 に無影響であ る か ら ， 沼石原液 の 濃度 も 其れ丈け1お く す る 事が 出 来た。
(昭和28年11 月 9 日 ， 日 化東海支部大会講演〉
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